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 スクロールホイル（OKキー）

会議コールを終了します

タイプ

ナビゲーションキー 

オートフレーミングキー

ミュートキー

  カメラをパンやチルトして角度を調整します

                説明

  上にスクロールしてカメラをズームインします 

 長押ししてオートフレーミング　フィーチャーの有効／無効を行います

 オンフックキー

オフフックキー

バックキー 

ボリュームキー 

マイクの消音（ミュート）を設定／解除します 

会議コールに応答します

音を大きく／小さくします

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

VCR20 リモコン

 押してオートフレーミングをオン／オフにします

 下にスクロールしてカメラをズームアウトします

前の画面に戻る
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UVC80

電源アダプターUSBケーブル 

1. USBケーブルによりＰＣに接続します。
2. 電源アダプターと電源コードをアウトレットに接続します。
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 カメラが接続された場合、Yealink RoomConnectは自動的にカメラを選択します。PTZカメラを使用する場合、
カメラのプリセット位置を設定することができます。会議中、カメラが直ぐに設定済みの位置になります。
また、カメラのステータスを確認し、カメラのパラメータの設定、例えば露出、グラフィックスなどを調整する
ことができます。

Yealink  RoomConnect のインストール

1. Yealinkのウェブサイトでインストーラをダウンロードしてください：
    http://support.yealink.com/documentFront/forwardToDocumentDetailPage?documentId=328
2. インストーラを実行し、ソフトウェアをインストールしてください。
3. デスクトップにある以下のアイコンをダブルクリックし、アプリケーションを運行します。

Yealink  RoomConnect をPCにインストールすることによりカメラの設定を行うことができます。



1. Presetsを選択
2. ナビゲーションキーをタップして、カメラの角度を調整します。
3.       と      をタップして、焦点距離を調整します。
4. New Preset をタップして、新たなプリセットを登録することができます。

プリセット

プリセットにより、カメラの角度と焦点距離の設定が行え、迅速に予定の位置に調整することができます。
次の設定を行うことでカメラのプリセットが保存されます。 
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オートフレーミング

オートフレーミングとは会議室内の参加者の顔をリアルタイムで顔検出し、位置をトラッキングすることです。
最初はすべての参加者をカバーします。カメラは参加者数と位置に応じて自動的に調整します。

1. Advanced->Auto-framingを選択。
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カメラの設定

露出モードの設定：自動露出、マニュアル露出、シャッター優先、絞り優先、明るさ優先

露出

1. Advanced->Exposureを選択。
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グラフィックス

グラフィックスモードの設定：高精細、標準、マイルド、カスタム
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ホワイトバランス

ホワイトバランスモードの設定：オート、屋内、屋外、ワンプッシュホワイトバランス、オートトレース
ホワイトバランス、マニュアル



その他

ハングアップモード：有効にすると、カメラにより撮影した画像は逆になります。
カメラパンの方向：正常／逆

リセットカメラ：　　をクリックし、カメラをリセットします。
人数のカウント：有効にすると、会議参加者の数が表示されます。

14



ファームウェアのアップグレード

1.           -> Update Settingsを選択。

1

2

3

デバイスの手動アップグレード

デバイスの自動アップグレード

1. Upgradeを選択。
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デバイスの再起動

デバイスのリセット

1 2

1
2

1. Recovery->Rebootを選択。

1. Recovery->Reset to Factoryを選択。
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デバイスのステータスのチェック

Yealink RoomConnectのバージョンの確認

1.              ->Aboutを選択。

1. Device Statusを選択。


